
総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○

態度・志向性(人間力)
【　　】

○

汎用的技能
【　　】

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○

総合評価割合 40 40 20

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

到達目標
③

可逆電池の起電力をネ
ルンスト式で検討でき
る。

イオン独立移動の法則
が説明でき、強電解質と
弱電解質の電気伝導性
を検討できる。

強電解質と弱電解質の
電気伝導性を検討でき
る。

電気化学の基礎的な考
え方が理解できない。

学習・教育到達目標 (A) JABEE基準１（２）

到達目標
②

金属錯体の異性体や磁
性の違いを説明できる。

金属錯体の成り立ちや
異性体の種類が説明で
きる。

金属錯体の成り立ちが
説明できる。

金属錯体の成り立ちが
説明できない。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

典型元素と遷移元素に
ついて的確なイメージを
持ち，各元素の物性の
違いを説明することがで
きる。

典型元素と遷移元素に
ついて的確なイメージを
持ち，各元素の性質を説
明することができる。

典型元素と遷移元素に
ついて的確なイメージを
持ち，それぞれの違いが
説明できる。

典型元素と遷移元素に
ついて的確なイメージが
持てず，それぞれの違い
が説明できない。

後期 30 時間

担　当　教　員 【常勤】　教授　小倉　薫

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

共有結合の一つの形態である配位結合により生じる金属錯体は化学反応の触媒や金属の分離などで
広く用いられている。本科目の到達目標レベルは次のとおりである。
①典型元素と遷移元素について的確なイメージを持ち，それぞれの違いが説明できる。
②金属錯体の成り立ちが説明できる。
③電気化学の基礎的な考え方が理解できる。

第3学年 物質工学科 履修 1 単位 － 講義

科目名 無機化学Ⅲ（Inorganic Chemistry Ⅲ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



補助教材等 「無機化学演習」　合原 眞ほか著　（三共出版）、プリント（演習問題等）

学　習　上　の　留　意　点

　授業の復習をすること。成果をレポートで確認する。レポートは提出期限を遵守するなどの点を態度･志向性（主体性と自己
管理力）として評価に取り入れる。
　この授業では再試験は実施しないが，平均点が極端に低い場合には実施を検討する。もし実施することがあれば，成績評
価には本試験の得点を加味する。また、単位認定試験では学生ごとに理解が不足している範囲を指定して試験を行う。この
時にも、前年度のその範囲の得点により合格点を指定する。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

無機化学はあらゆる元素を対象とする科目で，「化学」の基礎となるものである。教科書をしっかり読み、授業を受け、レポー
トを作成する過程で、無機化学に興味をもつためのきっかけをつかんでもらいたい。さらに、興味のある分野について種々の
参考書や文献等で自主的に学習することができれば幸いである。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 無機化学Ⅰ、無機化学Ⅱ、分析化学Ⅰ、分析化学Ⅱ

教科書 「現代の無機化学」　合原 眞ほか著　（三共出版）



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

総　授　業　時　間　数 30 時間

演習　
　中間試験以降の演習を行う

・錯体化学と電気化学に関する問題を解くことがで
きる

前回の講義で取り上げた
内容の復習をレポート提
出

学年末試験

答案返却・解答解説
全体の学習事項のまとめ
授業改善アンケートの実施

・試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解でき
る

電気化学（１）　
　溶液の導電率　
　強電解質と弱電解質

・強電解質と弱電解質の違いが理解できる
・イオン独立移動の法則が理解できる

前回の講義で取り上げた
内容の復習をレポート提
出

電気化学（２）　
　可逆電池とその起電力

・標準酸化還元電位とイオン化傾向の関係が理解
できる
・ネルンスト式で電池の起電力が計算できる

前回の講義で取り上げた
内容の復習をレポート提
出

前回の講義で取り上げた
内容の復習をレポート提
出

錯体化学（７）　
　キレート効果　
　有機金属化合物

・キレート効果の原因が理解できる
・カルボニル錯体などの有機金属錯体の構造が理
解できる

前回の講義で取り上げた
内容の復習をレポート提
出

錯体化学（６）　
　錯体の吸収スペクトル　
　錯体の安定性

・試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解でき
る
・ｄ−ｄ遷移による光の吸収が理解できる
・逐次生成定数と全生成定数の関係が理解できる

前回の講義で取り上げた
内容の復習をレポート提
出

錯体化学（３）　
　錯体特有の異性現象

・有機物と類似の錯体の異性現象が理解できる
・有機物にはない錯体の異性現象が理解できる

前回の講義で取り上げた
内容の復習をレポート提
出

錯体化学（４）　
　原子価結合理論

･正八面体錯体の中心金属の混成軌道が理解でき
る
・内軌道錯体と外軌道錯体の違いによる錯体の磁
性の差が理解できる

前回の講義で取り上げた
内容の復習をレポート提
出

錯体化学（５）　
　静電結晶場理論

・配位子によるｄ軌道の分裂が理解できる
・高スピン錯体と低スピン錯体が理解できる

中間試験

錯体化学（１）　
　錯体の定義，錯体の命名法

・錯体がどのようにして生じるのか理解できる
・IUPACによる命名法が理解できる

前回の講義で取り上げた
内容の復習をレポート提
出

錯体化学（２）　
　錯体の配位数と立体構造

・錯体の主な配位数別の立体構造が理解できる。
・主な立体構造をとる錯体の中心金属の混成軌道
が理解できる

前回の講義で取り上げた
内容の復習をレポート提
出

元素各論（２）　
　ｐブロック元素

・ｐブロック元素の単体の性質や構造が理解できる
・ｐブロック元素の化合物の性質が理解できる

前回の講義で取り上げた
内容の復習をレポート提
出

元素各論（３）　
　ｄブロック元素及びｆブロック元素

・主なｄブロック元素の性質が理解できる
・ｆブロックのランタノイド元素の性質が理解できる

前回の講義で取り上げた
内容の復習をレポート提
出

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
元素各論（１）　
　ｓブロック元素

・学習の意義，授業の進め方，評価方法を理解で
きる
・ｓブロック元素の物性や反応性の違いが理解でき
る


